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第Ⅳ章　まとめと今後の課題

　平成 �6 年６月４日に公布された「障害者基本法の一部を改正する法律」により障害者基本法

の第 �9 条に“情報の利用におけるバリアフリー化”が新たに規定された。これはそれ以前に“情

報の利用等”として「電気通信及び放送の役務の提供への障害者の利便の増進を図るように努

めなければならない」とする規定が「国及び地方公共団体が電子計算機及び関連装置その他の

情報通信機器」への「障害者の利便の増進のための施策を講じなければならない」とする規定

に進展させる内容であった。加えて，参議院内閣委員会の上記の改正案に対する付帯決議とし

て「情報バリアフリー化の推進は，障害者等のコミュニケーションの保障に視するべきもので

あることにかんがみ，情報通信機器やアプリケーションの設計面のみならず，コンテンツや通

信サービスについても，手話，文字，点字，音声等の活用による改善及び充実を促進すること」

が明記された。

　障害のある子どもの教育における教材・教具開発研究については，研究マップの作成や上記

の情報バリアフリーの研究など，今後の火急な課題が山積していると考えている。

さて

　本研究は，特別な教育的ニーズのある児童生徒の学習において活用されるべき，あるいは現

在まで活用されている教材・教具に ICT を活用し，開発・再開発を行うと共に，新「情報教育

に関する手引」において期待されている全国の特 殊教育センター等を通じた支援機器等の普及

方策の実現を含めて実際的研究を推進させようとしたものであった。

具体的な成果としては，以下のようなことがらが挙げられる。

ＩＣＴ活用教材・教具・機器開発について

　研究協力機関への訪問調査，協力者会議などを経て，これまで研究段階にあった教材・教具，

具体的には「低床型電動スクーター・ユニット」と「スクーター用コントローラ」，ひずみゲー

ジを使用するための「簡易ＡＤ変換ユニット」，「呼気センサーを用いた教材ユニット」につい

て開発した。これらの教材は，本研究所において，その有効性についての研究を行ってきた教

材であり，回路基板の原型を作成するなど，ある程度の量産を念頭にいれた開発を行ったことで，

現場への普及が効果的に進むことを期待している。

形成的評価によるパーソナルロボットを用いた教材開発について

　ＩＣＴの中でも，とりわけインターネットなどの通信技術活用として，パーソナルロボット

とインターネットを融合させた教材の開発と実証授業を行った。これは NEC メディア情報研究

所ロボット開発センターとの共同研究の一部でもある。１年間の授業実践が行われた教材「パ

ペロとメール」は知的障害養護学校の児童生徒が電子メールを使って言葉の学習を進める国語

の授業システムであり，授業への集中度が増加して，児童の助詞の誤りが改善するなどの効果

が得られている。開発された教材プログラムは頒布可能であり，ハードウェアの提供を受ける

ことで，実際の授業において活用が可能である。
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ぺン入力機能付き触覚ディスプレイ（電子レーズライタ）の実際的活用研究について

　研究所において研究開発が行われた本システムを，研究協力校に常時設置して，実用化に向

けた実際的な活用を探った。実証授業などが行われ，プレゼンテーションソフトウェアによる

教材作成や情報提示ツールとしての利用方法が見いだされた。

教材・教具や支援機器の使用事例や評価に関する情報を利用者が共有するシステムについて

　上記に加えて，教材・教具や支援機器の使用事例や評価に関する情報を利用者が共有するた

めの Web ページの構築を行った。これは，Ｘｏｏｐｓというツールを用いることで実践的な活

用事例が随時追加，更新可能なシステムを提供している。試みは開始されたばかりであるが，

継続した情報提供を行って行きたい。
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特別な教育的ニーズのある児童生徒のための ICT を活用した教材・教具の開発と普及 

独立行政法人国立特殊教育総合研究所 棟方哲弥 

１．はじめに 

筆者が所属する独立行政法人国立特殊教育総合

研究所は、1971 年 10 月に文部科学省（当時、文

部省）の所轄機関として設置され、その後、中央

省庁等再編により 2001 年４月から文部科学省所

管の独立行政法人となり、今日に至るまで「特殊

教育に関する研究のうち主として実際的な研究を

総合的に行うこと、特殊教育関係職員に対する専

門的、技術的な研修を行うこと等により、特殊教

育の振興を図る」という基本的目標の下、特殊教

育におけるナショナルセンターとしての役割を果

たしている。本稿のテーマに近い「障害のある子

ど も の 教 育 と ICT  (Information and 

Communications Technology)」に関するポスター

セッションを含めた国際会議を、筆者らが実行委

員 と な っ て 、 日 本 ユ ネ ス コ 委 員 会 と 共 催

（NISE/JNCU, 2003）実施した経験がある。

ところで ICT とは電子・情報・通信に関する技

術全般を指す用語であり、日本において“ 平成 17

年度 ICT 政策大綱－ユビキタスネット社会の実

現に向けて－ ” （総務省 ,2004）という形で新た

に登場したことから分かるように用語としては新

しいが、その一方で内容はコンピュータやネット

ワークの活用を指すものであり、障害児教育にお

ける応用の歴史は比較的長いといえる。本研究所

では設立の翌年に教育工学研究室が設置されて以

来 30 年以上にわたって関連の研究を行っている。

本稿ではまず、障害のある子どものニーズに応

じた教材・教具や教育システムの開発に関する最

独立行政法人

国立特殊教育総合研究所

企画部・総括主任研究官

〒 239-0841 神奈川県横須賀市野比 5-1-1

近５カ年ほどの研究について紹介する。次に、特

殊教育から特別支援教育への転換を踏まえた本分

野の在り方や、ユビキタスに象徴される新しい

ICT を活用した教材・教具について提案し、リハ

エンジニアをはじめ、リハビリテーションに関わ

る多くの専門家の方々から批判や示唆を得たいと

考えている。

２．最近の５年間に行われた研究について 

２．１ パーソナルロボットを用いた知的障害の

ある子どもを対象とした新しいインターフェース

の開発研究 

ＮＥＣメディア情報研究所との共同研究枠とし

て 、 同 研 究 所 が 開 発 中 の パ ー ソ ナ ル ロ ボ ッ ト

PaPeRo を使って教材開発（棟方ら ,  2004a）を行

っている。

知的障害のある児童生徒のためのコンピュータ

やインターネットへのアクセスを確保するための

インターフェースとして例えば、タッチパネルや

外部に接続した大型のスイッチ等があるが、これ

児童・生徒用PC（インターネット接続＋ブラウザ）

PaPeRo本体＋
インターフェースボックス
教材シナリオ

メール送受信用PC

国立特殊教育総合研究所
研究用Webサーバー
（児童生徒用ＣＧＩ）

＋
研究用メールサーバー
sendmail あるいはBlat-J
（PaPeRoのアカウント）

インターネット

Papero
本体用モニタ
キーボド
マウス

図１  パーソナルロボットを用いた知的障害者用

インターフェースシステム（棟方ら ,  2004a
より）



らは操作を直感的に行うこと，あるいは操作を単

純化することに着目したインターフェースであっ

た。本研究では，パーソナルロボットのコミュニ

ケーション能力に着目して，より，人間同士のコ

ミュニケーションに近い形でコンピュータやイン

ターネットへのアクセスを支援する知的障害者用

インターフェースの開発を目的としている。ロボ

ットはインターネットで接続されており、無線Ｉ

Ｄタグを併用した統合的な教室・学習環境の実現

を目指して、現在、養護学校における実証授業が

行われている。

２．２障害のある子どものための教育用コンテン

ツの開発と公開 

Web 上に公開される教育用コンテンツは、イン

ターネットを通じて利用される教材であり、普及

という観点から大変に優れた教材である。通常、

これらの教材は、マウスの利用を前提としており、

上肢運動障害のある利用者が想定されていないも

のが多い。そこでソフトウェア自体にアクセシビ

リティ機能を付けることで１個のスイッチのみに

よって操作可能な教材となった。合わせて、音声

ガイダンスの付加や画面の見やすさへの配慮など

を行って、子どもの学習上の困難を軽減する工夫

を施している（棟方ら , 2003）。

２．３肢体不自由のある子どものためのアクセシ

ビリティ機能を有する Web ブラウザの開発 

子どもの障害の状態に合わせた入力装置（例え

ば、押しボタンやセンサーなど）を一つ用意する

ことで、Web ページを自由に閲覧することができ

る。試作品の名称は「パッソ・ア・パッソ（イタ

リア語で ” 一歩一歩 ”）」（棟方ら ,  2004b）とした。

ウェブページの読み上げ機能と検索機能が付加さ

れている。学習履歴が保存できると共に、授業の

組 み 立 て を 意 識 し て 、 教 師 が URL(Uniform 

Resource Locator)リストを作成することができ

る。

２．４ペン入力機能付き触覚ディスプレイシステ

ムの開発 

筑波技術短期大

学との共同研究で

ある。文字や図形

などを応答性の高

い触覚ディスプレ

イ上に表示させ、

それらの情報を触

覚で確認しながら、

ペン型の入力装置

を用いて描画する

ことが可能な装置

である。視覚障害

者用が描画という作業にアクセスするためのシス

テムであると同時に、さまざまな教材を組み込む

ことが可能であり、ネットワークに接続させるこ

とでで、同じ教室内の教師と児童生徒、さらには、

学校間での教材の流通を含めた発展が可能である。

２．５全盲児童生徒への絵画鑑賞指導の新しい試

み 

視覚活用が難しい児童生徒に対する美術教育に

おいて絵画の指導は従前から困難な課題とされて

きた。大内（ 2005）は、イタリアの「アンテロス」

美術館との協力関係を保ちながら、「触る絵」の作

製ガイドラインの明確化および情報処理技術を活

用しての「触る絵」の作製システムの開発とその

技術を活用した我が国の「触る絵」への翻案、盲

学校児童生徒への鑑賞指導法の分析的検討などの

課題について研究を進めている。この研究の方向

が示すものは、究極的には、二次元の絵画を電子

データとして取り込み、レリーフに自動翻案して

３次元造型機で量産して、触覚による絵画鑑賞を

実現させることにある。

（棟方ら ,  2003 より）

（渡辺ら ,  2003 より）



これら以外では Ohuchi ら (2003)による視覚障

害児のための VR(virtual reality)技術を用いた聴

覚ディスプレイを使ったゲーム型学習システムの

開発研究があり、その他、海外においても多くの

取り組みが行われている（例えば、棟方 ,  2004c

など）。なお、渡部 (2004)編集による単行本には、

さまざまな事例が紹介されている。加えて、Ｅス

クエア・アドバンスドなどを含めて、各学校等に

おいて実践が行われており、その中には光村図書

の電子（デジタル）教科書をろう学校で使った事

例があげられる。この教科書は障害のある子ども

の存在を前提にしておらず、既に 1990 代前半に

米国で販売を開始した Wiggle Works に及ぶもの

で は な い が 、 結 果 と し て 日 本 に お け る

UDL(Universal Design for Learning)の端緒の一

つとなったと思われる。

３．ユビキタスネットの世界 

以上、障害のある子どものニーズに応じた教

材・教具や教育システムの開発に関する最新の研

究について紹介したので、次に、特殊教育から特

別支援教育への転換を踏まえた教材・教具の在り

方の変化や、ユビキタスに象徴される新しい ICT

を活用した教材・教具について提案したい。

上述したパーソナルロボットには無線 ID タグ

を付加している。本システムではロボット本体が

インターネットに接続しており、情報を複数のロ

ボットで共有すれば、子どもが対話する相手は特

定の個体に限定されない。極端な例では、外国の

教室にあるロボットであった場合にも、その子ど

もが、それまでに体験した学習内容を踏まえて対

話を行うことが可能となる。これはロボットの場

合に限らず、文字カードや積み木のような単純な

教具であっても、内部に仕組まれたＩＤタグシス

テム、あるいはマイクロコントローラによって、

同様の対話が、教具と教具、あるいは使用者と教

具の間で可能になると考えている。

このように ICT の活用によって教材・教具は、

道具として一方的に使われる「教材・教具」から

双方向通信（対話）する学習者のパートナーとな

ることが期待される。

４．一人一人を大切にするために 

特別支援教育は「場」にとらわれず、一人一人

の教育的ニーズに対応した適切な教育的支援を行

うこととされる。 ICT を含めてテクノロジーには

これに対応できる可能性がある。いわゆる軽度発

達障害を含めて障害のある子どもが対象の場合に

は、これを AT(Assistive Technology)と呼ぶはず

である。ところで筆者は、この用語に特別の思い

入れがある。福祉用具や Technical Aid（現在の

Assistive Products）には障害そのものを補償す

る意味合いがある一方で、米国の AT Device には

そ れ が な い 。 つ ま り 、 定 義 に は functional

capabilities とあるだけで、「障害の補償」につい

て書かれていないので、前向きですっきりしてい

る。

筆者が特別支援教育への転換にあたり、最も大

切と考えているのは、従来のように障害に焦点を

当てることや発達の偏りに焦点を当てた治療的な

教材・教具の利用ではなく、ある教材・教具を使

うことで障害による困難や発達の偏りを感じさせ

ないで、他の子どもと同じカリキュラムで学ぶこ

とができるような場面作りだと考えている。適用

の難しいケースもあると考えるが、例えば、障害

のある子も、ないと思われる子に対しても、それ

ぞ れ に 必 要 な 配 慮 を 行 う も の で あ り 、

DI(Differentiated Instruction)と呼ばれる。

例えば、通常クラスの授業で赤外線トランスミ

ッターの付いたアンプシステムが先生の声を拡大

して伝える。あるいは、人の声の帯域を増幅して

聞きやすくして伝える。するとクラス全体の理解

が上がり、全員の集中力が上がり、クラス全体の

学業成績があがるという。先生に余裕ができれば、

あるいは、クラスメートに余裕ができれば、特別

支援が必要な場面自体が少なくなるというのであ

る。HEARIT 社カタログにある情報なので鵜呑み

にはできいが、Special Education に照会される

子どもが減ると報告されている。

５．どのような評価の方法があるのか 

ところで Peck & Scarpati（ 2002）は、“ 十分に

成果が確認されていない新たなカリキュラムや支

援機器が「最先端」と褒めそやされる ” と警鐘を



ならしている。

ここでは評価について言及する。以前に筆者は、

筋疾患により具体物の操作や姿勢の変換が困難

な子どもへの支援技術の開発を行った（棟方 ,

2003）。以下は、その時の評価の説明である。こ

の開発研究は、肢体不自由養護学校と小児療育セ

ンターからの依頼により、筋疾患のため自ら移動

することが極めて困難な幼児に対して、マイクロ

コントローラと高精度で応答性の高いアクチュ

エータを用いた乗用カート開発を行ったもので

ある。小児療育センターと家庭での使用時の観察

記録と ICF(国際生活機能分類 )に基づく、子ども

の活動評価を行った。その結果、自ら移動できる

という乗用カートを用いた効果ばかりでなく、子

どもの対人関係、とりわけ、コミュニケーション

の能力の「実行状況」の水準が向上した例となっ

た。このように、直接の活動が広がったというこ

とに加えて、全人的な観点（担当 PT の方の願い

であった）からの評価が行われて初めて、障害の

ある子どもの生活を向上させる営みと言える。

WHO(2002)によれば、「参与感や主観的満足感

に関する評価点」は、将来開発されるであろう付

加的評価点（ additional qualifiers）とされる。

教材・教具のような教育場面にける評価には、本

人の満足感の評価は不可欠であり、今後の喫緊の

研究課題であると考えている。

６．ICT 活用教材・教具の普及と米国の QIAT 

普及のためにはサービスの提供が不可欠であ

ろう。Assistive Technology Services が大切で

ある。特別支援教育体制では、養護学校等がセン

ター的な機能を発揮することや、特別支援教育コ

ーディネータが果たす役割に期待が大きいが、実

際には、簡単に解決するものではない。それぞれ

の 学 校 や 自 治 体 が 目 標 の 目 安 と な る 指 標

（ index）を決めておきたいものである。

QIAT(Quality Indicators for Consideration 

of Assistive Technology)は、 Joy Zabala 博士ら

がリードするコンソーシアムの産物であり、筆者

は、大変に優れた実践的に役立つ指標だと思って

いる。彼女は、SETT フレームワークの提唱者で

あり、ごく最近、QIAT に関する研究で学位を取

ら れ た は ず で あ る 。 米 国 の CEC(Council for 

Exceptional Children)のテクノロジとメディア

部会（TAM）の時期会長でもある。最近のバー

ジョンの QIAT は量が充実する反面、法規に寄り

添っており、日本での利用には localize が必要

と感じている。本分野に限らないと思うが、諸外

国、とりわけ米国から目が離せない状況が、今後

も続いていくと思われる。

国内での連携、さらに、海外との連携を深めな

がら、着実に確かな成果を積み重ねたいと考える

次第であり、忌憚のない批判を願うものである。
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パーソナルロボットを活用した特別なニーズのある

子どものための新しい授業の展開

－Personal-robots assisted instruction の提案－
Onset of the Personal Robots Assisted Instruction for Special Education: PRAISE 

棟方哲弥 *1 小野龍智 *1 渡辺哲也 *1 渡邉正裕 *1 植木田潤 *1 原 由香 *2 藤田善弘 *3

Tetsuya MUNEKATA, Tatsunori ONO, Tetsuya WATANABE, Masahiro 
WATANABE, Jun UEKIDA, Yuka HARA, Yoshihiro FUJITA 

 

国立特殊教育総合研究所*1 高知県立山田養護学校*2 ＮＥＣメディア情報研究所*3 

The National Institute of Special Education / Kochi-Prefectural Yamada School 
for the children with Intellectual Disabilities / Media and Information Research 

Laboratories, NEC 

＜あらまし＞ 

筆 者 らは，パーソナルロボットを用 いた学 習 システムの開 発 を平 成 14 年 度 から

開 始 している．その経 過 の一 部 は既 に報 告 （棟 方 ら ,  2004）しているとおりである．

現 在 ，新 型 ロボットへのシステムの移 行 と新 機 能 の付 加 を行 って，知 的 障 害 養 護

学 校 小 学 部 高 学 年 クラスにおいて国 語 の実 証 授 業 を行 っている．本 発 表 は，その

経 過 報 告 である．授 業 の評 価 については日 常 生 活 における発 言 内 容 ，作 文 ，日

誌 の文 章 の質 的 な変 化 を継 続 的 に分 析 する計 画 であるが，今 回 は，個 々の子 ど

ものキー入 力 データから得 られた結 果 をまじえて，授 業 の内 容 と子 どもたちの様 子

などから，パーソナルロボットを活 用 した特 別 なニーズのある子 どものための新 しい

授 業 の提 案 を試 みる．

キーワード：E メール，ヒューマンインターフェース，授業実践，グ

ループ学習，パーソナルロボット，特別支援教育

1.  研究の背景 

1.1. 背景と目的 

知的障害のある児童生徒のためのコンピュ

ータやインターネットへのアクセスを確保す

るためのインターフェースとして用いられて

きたものに，タッチパネルや外部に接続した大

型のスイッチ等がある．これらは操作を直感的

に行うこと，あるいは操作を単純化することに

着目したインターフェースと考えられる．一方，

人間の顔や声を認識し，音声言語で会話を行う

パーソナルロボットの研究開発が進んでいる．

本研究では，このパーソナルロボットのコミュ

ニケーション能力に着目して，より人間同士の

コミュニケーションに近い形でコンピュータ

やインターネットへのアクセスを支援するイ

ンターフェースを用いることで，ニーズに応え

る新しい教室環境が生まれるのではないかと

考えた．

1.2. 開発の経過 

平成14年度と平成15年度の2年間に渡ってシ

ステム設計，会話アプリケーションの基本設計，

詳細設計，プログラミングを行って，Web サー

バーとパーソナルロボットを組み合わせた教

材システムが開発された．実証授業では，明る

さが十分にコントロールできない、あるいは雑

音などの存在する環境における人間の顔や声



 

の認識技術に課題が残された反面，パーソナル

ロボットの耳元に何度も話しかける子どもの

存在や，パーソナルロボットに語りかけるよう

に書かれたEメールの存在など，パーソナルロ

ボットを人格のある相手として捉える様子が

観察された（棟方ら, 2004）．

1.3. PaPeRo2001 から PaPeRo2005 へ 

今回は新型のパーソナルロボット（パーソナ

ルロボットPaPeRo 2005）のリリースを受けて，

システムの移植と改善を合わせて行った．具体

的には，旧タイプで外部に用意したメール交信

用PCを本体内部に組み込み、さらに、RFIDタ

グシステム（富士通 RFID開発キット パッ

シブ型RFID F3972T 110 ）の導入と「チャイ

ルドケアロボットPaPeRo」と同様のタッチセ

ンサーの導入を行った．これらには，ロボット

に触るという、より人間に近いインターフェー

スの実現と、より確実な情報伝達や、学習履歴

の取得をねらったものであった．

2. 授業について 

2.1. 単元名「パペロと一緒にメールを書こ

う！」 

(1) 対象と期間：授業は小学部5・６年生グル

ープ学習の国語科学習指導として，６名の児童

を対象に養護学校のパソコン室で行われた．

１学期は，平成17年5月19日から平成17年7
月14日まで，毎週木曜日を原則として授業が行

われた．実際にパーソナルロボット（以下，パ

ペロ）を利用した授業の開始は6月9日であった．

(2) システム構成：メール受信用PCがパペロ

本体に移植されたことを除くと，教材システム

の全体像は旧タイプ（棟方ら, 2004）と同様で

ある．

(3) 観察と記録：授業の様子は，三脚に固定

し た 2 台 ビ デ オ カ メ ラ (Sony Handycam 
DCR-DVD203)と手持ちの同型カメラを用いて

録画した．また，児童が文字入力に用いるコン

ピュータには，入力の様子を記録するためにキ

ーの記録・再生プログラムソフトウェア

(RecKey:八木邦芳氏作成)を用いた．

(4) その他：授業の終了後には，形成的評価

として，授業者，観察者による授業改善の協議

と教材，指導手続きの修正作業が行われた．

3. 授業の様子と今後の課題 

授業の評価については日常生活における発

言内容，作文，日誌の文章の質的な変化を継続

的に分析する計画であるが，今回は，中間報告

として子どもの様子について，主観的ではある

が，観察の結果を紹介する．まず，最もパペロ

に興味を示した（これは，学校で何が１番楽し

いかとの問いに“ パペロの国語の授業” と回答

した．）男児 i は，欠かさず授業開始の５分ま

えにパソコン室に到着してパペロに声をかけ，

授業の開始を待っていた．また，その他の子ど

もたちを含めて，自分のメールがパペロに着信

する場面では，パペロが自分の手紙を読み上げ

てくれることを楽しんでいる様子が記録され

ている．また，RecKey 出力ファイルからは，週

に一度の授業で，文字入力の正確さの増加が確

認された．現在，２学期に向けたシステムの修

正，追加作業を開始しており，得られた知見な

どを継続的に報告したい．  
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特別な教育的ニーズのある児童生徒のための

ICT を活用した教材・教具
Development and Dissemination of ICT Based Educational and Assistive Technology Devices 

for Enhancing Education of Children with Disabilities 

独立行政法人国立特殊教育総合研究所*1

棟方哲弥*1・小野龍智*1・渡辺哲也*1・渡邉正裕*1・植木田潤*1
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キーワード：教材・教具 / マイクロコントローラ / 筋疾患 / 特殊教育

1 はじめに 

ICT(Information and Communications Technology)と

は電子・情報・通信に関する技術全般を指す用語で

あり、用語としては新しい注 1）一方、その内容はコ

ンピュータやネットワークの活用を指すものであり、

特殊教育における応用の歴史は比較的長いといえる。 

独立行政法人国立特殊教育総合研究所では、教育

現場のニーズ等に基づいてICTを活用した支援機器

開発、教材等の開発と評価を進めている注2）。今回の

展示発表では、筋疾患のために移動が困難な小児へ

の電動車いすの前段階に用いて効果のあった「低床

型電動スクータ」とその改良タイプの提示を中心に

して、各種のセンサーとアクチュエータを用いた教

材、さらにパーソナルロボットとインターネットを

用いた教材について紹介してリハ工学の専門家の指

導を願うものである。 

 

2 「低床型電動スクータ」について 

筋疾患のために移動が困難な小児への電動車いす

の前段階に用いて効果のあった「低床型電動スクー

タ注3）」の改良タイプである。旧タイプと同様のリモ

コンタイプだが、コントロール用のマイクロコント

ローラにPIC16F84を二つ利用することで、操作リモ

コンからのシリアル信号を割り込み処理として扱う

こととした。このため動作がスムーズとなり、旧タ

イプ注4）に比べて約７倍のスピードが得られている。

実は、電動スクータなどの「動く」出力装置の開発

に言及したものは少ない。例えば、山本1）は米国製

の電動スクータボードが，自分の意思で移動できる

喜びを与えるという優れた機能を持つことや，その

様子を紹介している。川崎ら2）は，子ども用電気自

動車の車輪キットを使って，直径1,200mm程の自走

車を製作し，木下ら3）は，これの上に，立位保持装

置をのせて，知的障害教育への 適用を図っている。

上記３つの報告では共通して「動きを体験する」活

動の魅力が記述されており，この分野の重要性が読

みとれる。 

本プロジェクトでは、試作機から実証機の制作と、

本来の対象であった筋疾患の幼児のみならず、知的

障害養護学校などにおける活用について検討してい

る。 

 

3 各種のセンサーを活用した入力装置について 

Honeywell社 AWM2100（流量センサ）と安価なア

ンプ、ＡＤ変換を活用した呼気センサーを製作した。

個人に合わせてセンサー感度を調整することや、流

量の変化をそのまま記録することが可能となってい

るため、呼気スイッチの利用範囲が広がると期待し

ている。 流量センサーの必要なヒーターコントロー

ル回路と差動アンプ回路には、デュアル汎用オペア

ンプLM358Mを使用した。 

この他に、筆者らは既に、歪みゲージを用いた入

力装置を試作4）している。今回の展示では本システ

ムを合わせて紹介する。 
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4 パーソナルロボットを用いた障害児者用のイン

ターフェースについて 

NECメディア情報研究所ロボット開発センターと

の共同研究により、同研究所が開発中のパーソナル

ロボットPaPeRo注5）を使って教材を開発している5）。

今回の展示で紹介する教材には、新型ロボット（パ

ーソナルロボットPaPeRo 2005）を導入し、旧タイ

プでは外部に用意したメール交信機能を内部に組み

込み、さらに、RFIDタグシステム（富士通 RFID

開発キット パッシブ型RFID F3972T 110 ）の試験

的導入、「チャイルドケアロボットPaPeRo」と同様

のタッチセンサーの導入を行うことでロボットに触

るという、より人間に近いインターフェースと、RFID

カードによる確実な情報伝達や、学習履歴の取得は

教室場面における活用をより確実にするものと期待

している。現在、実証授業を進行中である注6）。 

 

5 おわりに 

ICT の活用によって教材・教具は、道具として一

方的に使われる「教材・教具」から、双方向通信（対

話）する学習者のパートナーとなることが期待され

る6）と考えている。その一方で、現時点ではこれら

に到達しておらず、今後の課題と考えている。 

 

注1) 例えば“ 平成17年度ICT 政策大綱－ユビキタスネ

ット社会の実現に向けて－”（総務省,2004）という

形で新たに登場したことから分かるように用語と

しては新しい。 

注2) 「障害のある子どものための教育用コンテンツ 7）」、

「ペン入力機能付き触覚ディスプレイシステム 8）」、

「アクセシブル・ブラウザ9）」等がある。 

注3) 筋疾患により具体物の操作や姿勢の変換が困難な

子どもへの支援技術の開発を行った事例9）。この開

発研究は、肢体不自由養護学校と小児療育センター

からの依頼により、筋疾患のため自ら移動すること

が極めて困難な幼児に対して、乗用カート開発を行

ったものである。小児療育センター（当時）と家庭

での使用時の観察記録とICF(国際生活機能分類)に

基づく、子どもの活動評価を行った。その結果、自

ら移動できるという乗用カートを用いた効果ばか

りでなく、子どもの対人関係、とりわけ、コミュニ

ケーションの能力の「実行状況」の水準が向上した

例となった。 

注4) 実際に幼児が座る高さは80mm，体重60kg程度の重

量に耐える状態で，移動の最大速度が、角速度7.7

度/秒、前進と後退の速度が秒速21mmであった。 

注5) http://www.incx.nec.co.jp/robot/ 

注6) 現在、高知県立山田養護学校において行われている。

小学部の子どもたち、担任の原由香教諭、校長の入

交宏和先生はじめ諸先生方に謝意を表する次第で

ある。 
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１
．

は
じ

め
に

 

 

独
立

行
政

法
人

国
立

特
殊
教

育
総

合
研
究

所
で

は
、
教

育
現

場
の

ニ
ー

ズ
等

に
基

づ
い

て
I
C
T

注
１

）
等

を
活

用
し

た
支

援
機

器
開

発
、
教

材
等

の
開

発
と

評
価

を
進

め
て

い
る

。
本

発
表

で

は
、
筋

疾
患

の
た
め

に
移

動
が

困
難

な
小

児
へ

の
電

動
車

い
す

の
前

段
階

に
用

い
て

効
果

の
あ

っ
た
「

低
床

型
電

動
ス

ク
ー

タ
」
を

改
良

し
て

木
製

チ
ェ

ア
ー

や
歩

行
器

な
ど

取
り

付
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
駆

動
装

置
と

、
僅

か
な

呼
気

に
よ

り
演

奏
可

能
な
教

具
の

開
発
と

評
価

に
つ

い
て

報
告

す
る

。
 

 
注
１

）
IC

T
(I

nf
or

m
at

io
n 

an
d 

C
om

m
un

ic
at

io
ns

 T
ec

hn
ol

og
y)
と

は
電

子
・

情
報

・
通

信
に

関
す

る
技
術

全
般

を
指
す

用
語

で
あ

り
、

用
語

と
し
て

は
新

し
い
一

方
、

そ
の

内
容

は
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ

や
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
を

指
す
も

の
で

あ
り
、

特
殊

教

育
に

お
け
る

応
用

の
歴
史

は
比

較
的

長
い

と
い

え
る
。

 

 ２
．
「

動
き

を
体

験
す

る
活

動
」

を
支

援
す

る
駆

動
装

置
に

つ
い

て
 

 電
動

ス
ク

ー
タ

な
ど

の
「

動
く

」
出

力
装

置
の

開
発

に
言

及
し

た
も
の

は
少

な
い

。
例

え
ば

、
山

本
1
）

は
米

国
製

の
電

動
ス

ク
ー

タ
ボ

ー
ド

が
，

自
分

の
意

思
で

移
動

で
き
る

喜
び

を
与

え
る

と
い

う
優

れ
た

機
能

を
持

つ
こ

と
や

，
そ

の
様

子
を

紹
介

し
て

い
る

。
川
崎

ら
は

，
子

ど
も

用
電

気
自
動

車
の

車
輪

キ
ッ

ト
を
使

っ
て

，
直

径
1
,
2
0
0
m
m
程

の
自

走
車
を

製
作

し
，
木

下

ら
は

，
こ

れ
の

上
に

，
立

位
保

持
装

置
を

の
せ

て
，

知
的

障
害

教
育

へ
の

 
適

用
を

図
っ

て
い

る
。

上
記

３
つ

の
報

告
で

は
共

通
し

て
「

動
き

を
体

験
す

る
」

活
動

の
魅

力
が

記
述

さ
れ

て
お

り
，

こ
の

分
野

の
重

要
性

が
読

み
と

れ
る

。
 

 

－
2
0
05

年
バ

ー
ジ

ョ
ン

－
 

有
薗

製
作

所
ラ

イ
ダ

ー
チ
ェ

ア
ー

に
取

り
付

け
た
 

と
こ

ろ
（

ギ
ヤ

ヘ
ッ

ド
、

日
本

サ
ー

ボ
製

ス
テ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

タ
が

1
5
,
0
0
0
円

、
１

台
２

万
円

程
度

）
 

受
付

番
号

：
F
1
1
7
9
 

題
目

：
特

別
な

教
育

的
ニ

ー
ズ

の
あ

る
児

童
生

徒
の

た
め

の
マ

イ
ク

ロ
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
を

活
用

し
た

教
材

・
教

具
 

報
告

者
：

棟
方

哲
弥
、

小
野

龍
智

、
植

木
田

潤
（
国

立
特

殊
教
育

総
合

研
究

所
）
、

美
船
俊

介
（

鳥
取
県

立
皆

生
養
護

学
校

）
、

川
谷

 
歩

（
鳥

取
県

立
総
合

療
育

セ
ン
タ

ー
）
、
下

川
英

子
（

埼
玉

療
育

園
）、

大
澤

和
子

（
江

原
音
楽

療
法

専
門

学
校

）
 



 筋
疾

患
の

た
め

に
移

動
が

困
難

な
小

児
へ

の
電

動
車

い
す

の
前

段
階
に

用
い

て
効

果
の

あ
っ

た
「

低
床

型
電

動
ス

ク
ー

タ
（

棟
方
ら

,2
0
0
3
）
」

の
改

良
タ

イ
プ

で
あ

る
。

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
用

の
マ

イ
ク

ロ
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
に

P
I
C
1
6
F
8
4
を

二
つ

利
用

す
る

こ
と

で
、
操

作
リ

モ
コ
ン

か
ら

の
シ

リ
ア

ル
信
号

を
割

り
込

み
処

理
と

し
て

扱
う

こ
と

と
し

た
。

こ
の

た
め

動
作

が
ス

ム
ー

ズ

と
な

り
、
旧

タ
イ

プ
に

比
べ
て

約
７

倍
の

ス
ピ

ー
ド

が
得

ら
れ

て
い

る
（

現
在
、
Ｐ

Ｉ
Ｃ

の
安

定
性

を
増

す
た

め
の

改
良

中
で

あ
る
。
）。

と
り

わ
け

大
き

な
改

良
は

、
両

輪
の

駆
動

部
分

を
二

つ
に

分
け

た
こ

と
で

あ
る

。
こ

の
こ

と
に

よ
り
木

製
の

チ
ェ

ア
ー

な
ど
に

取
り

付
け

て
使

用
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
旧

タ
イ

プ
と

同
様
の

リ
モ

コ
ン
タ

イ
プ

で
あ

る
。
本

年
度

中
に

は
、

試
作

機
か

ら
実

証
機

の
制

作
へ

と
研

究
を

進
め

る
計

画
で
あ

る
。

 

 

試
作

し
た
電

動
ス
ク
ー
タ
の
外

観

（
本

体
内

部
に
，
先
に
示

し
た
乗
用

カ
ー
ト
の
基

本
部
品
を
組
み
込

ん
で
あ
る
．
操

作
ス
イ
ッ
チ
の
あ
る
ハ
ン
ド

ル
部

か
ら
本
体
に
向

け
て
A
M
無

線
で
命

令
が
伝

わ
る
の
で
，
ハ
ン
ド
ル
部

と
本

体
は
数

十
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
と

こ
ろ
か
ら
操
作
が
可

能
で
あ
る
．
）

バ
ッ
テ
リ
－

操
作

部
A
M
リ
モ
コ
ン

外
部

ス
イ
ッ
チ
用

コ
ネ
ク
タ
付

き

本
体

 
 

参
考

版
：

低
床

型
電

動
ス

ク
ー

タ
と

Ｉ
Ｃ

Ｆ
を

用
い

た
評

価
（

棟
方

ら
,
2
0
0
3
よ

り
）

 

 ３
．
「

僅
か

な
動

き
や

呼
気

を
用

い
た

楽
器

演
奏

活
動

」
を

支
援

す
る

装
置

に
つ

い
て

 

 

発
表

者
ら

は
、

こ
れ

ま
で

、
僅

か
な

動
き

で
演

奏
可

能
な

ハ
ン

ド
ベ
ル

演
奏

装
置

、
歪

み
ゲ

ー
ジ

を
利

用
し

た
入

力
装

置
を

開
発
し

て
き

た
。

今
回

は
、

流
量

セ
ン

サ
ー

を
用
い

た
、
音

楽

療
法

に
利

用
す

る
た

め
の

教
具

に
つ

い
て

紹
介

す
る

。
H
o
n
e
y
w
e
l
l
社

の
流

量
セ

ン
サ
ー

と
安

価
な

汎
用

オ
ペ
ア

ン
プ

、
Ａ
Ｄ

変
換

チ
ッ

プ
を

活
用

し
て

、
僅

か
な

呼
気

に
よ

る
流

量
を

デ
ー

タ
を

、
Ｍ

Ｉ
Ｄ
Ｉ

デ
ー

タ
に
変

換
し

て
楽

器
演

奏
を

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
（

現
在

は
、
モ

ッ
ク

ア
ッ
プ

で
コ

ネ
ク

タ
ー

を
搭
載

し
て

い
る

。
）
。
ま

た
、
動

作
流
量

を
設

定
が

可
能

で
あ

り
、

個
に

応
じ

た
呼

気
の

強
さ

で
ス

イ
ッ

チ
を

操
作

す
る

セ
ン

サ
ー

と
し

て
利

用
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

流
量

セ
ン

サ
ー

の
必

要
な

ヒ
ー

タ
ー

コ

ン
ト

ロ
ー

ル
回

路
と

差
動

ア
ン

プ
回

路
に

は
、

デ
ュ

ア
ル

汎
用

オ
ペ

ア
ン

プ
L
M
3
5
8
M
を

使
用

し
た

。
呼

気
を

利
用

し
た
教

材
・

教
具

と
し

て
の

利
用

範

囲
が

広
が

る
と

期
待

し
て

い
る

。
筆

者
ら

は
既

に
、

歪
み

ゲ
ー

ジ
を

用
い

た
入

力
装

置
を

試
作

し
て

お
り

、
本

シ
ス

テ
ム

に
あ

る
よ

う
な

ア
ナ

ロ
グ

的

な
入

力
の

工
夫

を
用

い
た

教
材

・
教

具
の

工
夫

を
進

め
た

い
と

考
え
て

い
る

。
 

（
今

回
、

展
示

す
る

試
作
品

は
、

ア
ン
プ

と
ヒ

ー
タ

用
の

回
路

が
パ

ッ
ケ

ー
ジ

に
さ

れ
た

Ａ
Ｗ

Ｍ
３

３
０

０
（

1
2
,
3
0
0
円

）
を

試
用

し
て

い
る

。
Ａ

Ｄ
変

換
装

置
の

み
で

呼
気

入
力

装
置

が
構

成
可

能
と

な
っ

て
い

る
。
な

お
、

流
量
は

、
最

大
で

1
0
0
0
S
C
C
M
(
一

分
間

に
一

リ
ッ

ト
ル

)
で

あ
る

。
 

   

結
果

IC
F
に
定
義

さ
れ
た
「実

行
状
況
の
能
力

評
価
点

（第
１
評

価
点

）
」

に
お
い
て
困

難
度

が
一
段
階

軽
減

し
た
．

•
使
用
開

始
の
２
週
間

か
ら

–
d
4
4
0
2
（「

操
作
す
る
こ
と
」）

と
d
7
1
0
4
（「
対
人
関
係
に
お

け
る
合
図

」）

•
４
週

間
後
か
ら

–
d
3
1
0
（
「話

し
言
葉

の
理

解
」）

•
８
週

間
後
か
ら

–
d
7
1
0
0
（「

対
人

関
係

に
お
け
る
敬

意
と
思

い
や
り
」
）と

d
7
1
0
1
（対

人
関

係
に
お
け
る
感

謝
）

Ho
ne
y
w
el

l
社

AW
M3

30
0（

1
2,

30
0
円

）
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